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会社紹介・NECの環境取り組み



© NEC Corporation 2025 4

創業からの変革の軌跡

「ベタープロダクツ・ベターサービス」という創業の精神のもと
変化する社会の中で、時代ごとにお客さまや社会にとって必要な価値を追求し
自身の在り方を変革しながら、テクノロジーの力で価値創造を実現し続けてきました

通信技術ベンチャー
第一の創業

ICT企業
第二の創業：C&C提唱

社会価値創造型企業
第三の創業：存在意義の再定義

1899- 1977-
2013-
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社会価値創造を支える強み

変革を成功へ導く、安全・安心なAI
自社開発の生成AI “cotomi”を含む先進技術で

AIによる産業変革をリードします

.JPを守る
国家安全保障レベルのセキュリティ技術と高度専門人材が

日本のデジタルインフラを守ります

お客さまを未来へ導く、価値創造モデル
NECの先進技術とビジネス変革の知見・経験を体系化した“BluStellar”で

社会課題・経営課題を解決へ導きます
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Purpose実現に向け、目指す未来の社会像

NEC 2030VISION
Purposeの実現に向けた 2030年の「ありたい社会像」として、
生活者を取りまく「環境」「社会」「暮らし」の3つの階層と、5つの目指す社会像を描きました。

地球と共生して未来を守る 

環境 個人と社会が調和し豊かな街を育む 
とまらない社会を築き産業と仕事のカタチを創る 

時空間や世代を超えて共感を生む 

社会 
人に寄り添い心躍る暮らしを支える 

暮らし 

Environment City Communication Business Life
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Nature Positive実現に向けたNECの取り組み

 COP15、COP16に登壇

 2023年7月、国内IT業界初TNFDレポート発行
 2025年8月、TNFDレポート第3版発行

現在進行中の国際イニシアティブに多数参画
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我孫子事業場 四つ池での取り組み
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 所在地 千葉県我孫子市日の出1131番地
 敷地面積 約315,000㎡ （約10万坪） ＊東京ドーム約７個分
 延床面積 約127,000㎡ （約 4万坪）
 開 設 1982年（昭和57年）10月
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撮影）手賀沼水生生物研究会 百瀬様 2019年5月24日

四つ池で保全している絶滅危惧種

オオモノサシトンボ
絶滅危惧IB類（EN）

ゼニタナゴ
絶滅危惧IA類（CR）
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セキュリティが厳しく一般の人が立ち入れない

事業場内に広がる緑地・湧水池

日本トンボ学会と我孫子野鳥を守る会が
生き物調査を実施
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手賀沼水生生物研究会（通称：手水研）と
保全活動を開始 2009年～
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オオモノサシトンボの保全活動（全体像）

オオモノサシトンボ

水草
オオクチバス

ブルーギル

アメリカザリガニ

釣りによる駆除池干しによる駆除

ウナギの投入

罠を使った駆除
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外来魚根絶に向けたC池・D池の池干し

第1回池干し：
• 対象：D池
• 期間：2012年11月～12月

第2回池干し：
• 対象：C池、D池
• 期間：2019年1月22日(月)

～2月18日(月) 

イシガイ

イシガイを大量に発見！
ゼニタナゴの生息地としても
四つ池を活用できそう
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人工池で繁殖

「ゼニタナゴ」の繁殖と野生復帰にチャレンジ（2015年～）

D池に放流
野生復帰を目指す

譲渡されたゼニタナゴ

2022年ゼニタナゴ野生復帰イベント開催
（我孫子市⾧来訪）

千葉県内では絶滅
霞ケ浦の系統種
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NECグループ社員による15年以上にわたる保全活動

有識者による説明を受けながら、
さまざまな生きものを観察
（植物、野鳥、昆虫など）

参加したお子さんから届いた作品 NECグループ社員と
その家族による保全活動

10年後。。。



© NEC Corporation 2025 17

本活動の評価

2014年9月 「関東・水と緑のネットワーク拠点百選」に選定
2022年 日本自然保護大賞 選考委員特別賞受賞
2022年 千葉県功労賞環境功労受賞（手賀沼水生生物研究会・NEC）
2023年 環境省自然共生サイト認定
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出典：手水研資料

自然を相手にした活動継続の難しさ

各池における魚類DNAの比率

その他

ブルーギル オオクチバス

NECソリューションイノベータによる
四つ池の魚類調査

人の努力だけではコントロールで
きず、天気や自然の変化によって
状況が大きく変わってしまう

四つ池が1つの池に・・・
他の池から外来魚が入ってくることで

リセットされてしまう

検出された魚類DNAの大
半がブルーギルや

オオクチバス
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 参加者 ：手賀沼水生生物研究会、有識者（日本トンボ学会会⾧、千葉県生物学会副会⾧）、
千葉県生物多様性センター、我孫子市、NEC（我孫子事業場責任者、我孫子環境管理部門、本社環境経営部門）

 実施時期 ：毎年２～３月

 議題 ：年度の活動概要・成果・課題の振り返りと、次年度の活動方針・計画の議論

生物多様性ダイアログ

企業

環境団体 自治体

アカデミア
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 自然資本や生物多様性に関連するリスクと機会の評価

 企業の事業活動が自然環境に与える影響

 自然環境の保全や回復に向けた取り組みの進捗状況

https://jpn.nec.com/sustainability/ja/eco/pdf/NEC-tnfd-j.pdf

 NECグループの事業場およびバリューチェーン上流の
約2,000拠点に対するリスクの定量分析

 生成AIやAgentic AIを活用したローカル水リスク分析

 要注意地域の拠点を訪問し、地域の関係者と対話

 将来の自然シナリオが事業に与える影響を生成AIを活
用して分析
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機会創出に向けて TNFDレポートv3のご紹介
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NECのTNFDレポート

毎年、取り組みをステップアップ

これまでの歩み 第３版の特徴： AIと人の力を掛け合わせ

2023年

2025年

2024年

第1版発行（業界初）

第2版発行（150事業網羅）

第3版発行（AI活用）
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多様な専門AIを開発

開示のための開示ではなく、リスク最小化、機会最大化につなげる

環境サステナ専門家 × 数十人のAIエンジニア

本当に経営に役立つものをつくる

追加の設備投資の要否などを判断

調査タスク

リスク
評価タスク

機会評価
タスク

執筆タスク

広報タスク

ガイダンス調査

ベストプラクティス調査

他社動向調査

機会分析

レポート執筆

文書レビュー

プレスリリース作成支援

AI for TNFD

• 既存の自社開示と世の中の動向のGAP分析

• 編集や調査の方針決定ができる

• 汎用ツールでは見えないローカルリスクの分析
例： 水資源の推移、インフラ、ステークホルダー、歴史
文化など

• 多数拠点の一括評価と説明資料の自動作成

• 世界中の関連情報から未来シナリオを作り
将来の物理・移行リスクを具体的に検討

• 現地ステークホルダーと実態に即した対話

• 各国の法規制や競合動向と自社の技術の強み
を活かした事業機会の洗い出し

• 様々な専門知識の多角的視点でレビュー

• 表現方法の効率的な選択

自然シナリオ分析

財務影響評価

ローカルリスクAI

ツール結果分析AI

提供価値



© NEC Corporation 2025 24

トップの思い

「顧客や社会の課題解決」を目指した自社実践
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グローバル汎用ツールのみ利用時の課題

現場のリアルと違う。 ツール結果の使い方が分からない。

本社
（TNFD開示担当） 拠点

衝突

「水リスクツールの拠点リスク
結果をTNFDで開示します」

「現場の実状と違う」
「水リスクなど無い」
「そんな不正確な開示をするな」

Aqueduct 水リスク評価

優先順位付け？ どう調べる？

ツール結果

どう解釈？

A拠点：干ばつリスクHigh/洪水リスクMiddle…
B拠点：干ばつリスクMiddle/洪水リスクLow…
C拠点：干ばつリスクLow/洪水リスクMiddle…

追加で何を調査？自社にとって
どんなリスク？

経営判断につながらない！
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地域理解AI

世界中の拠点の地域情報をAIで収集 → 実態に沿ったリスクの把握

・インフラの状況、経年/季節変化

・現地での管理方法

・周辺のステークホルダー、歴史・文化

地域情報を集める膨大な作業を自動化

収集情報の例 ※

AI出力のレポート
(各国言語での調査可能）

・その地域での管轄窓口の連絡先

※特許出願中



© NEC Corporation 2025 27

ステークホルダー対話

調査票や現地訪問により、実態に沿ったリスクの大きさを確認

・ 操業影響や地域影響から追加対策の必要性を判断

・ 関係者との信頼関係の構築

現地訪問・
ステークホルダー対話

調査票

拠点への説明資料
（AI出力＋調査が必要な理由）
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シナリオ分析

AIにより、将来の様々なリスクの解像度Up
複数のシナリオから、物理・移行リスクを洗い出し。財務影響、兆しのモニタリング方法、対策などを検討

A社

B社

社内各部や社外専門家とのワークショップ
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バリューチェーン上流のリスク評価

「Tier1 」と「Tier2以上」で異なるアプローチが必要

Tier1 Tier2以上

・工場 2000か所をツールとAIで調査

ツール評価結果

・階層ごとの代表業種を定め、ENCOREで評価

・ライフサイクルでのホットスポット分析

- ウォーターフットプリント

- LIME3

- ネイチャーフットプリント
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機会

AIによる事業機会の探索

世界中の法規制、産業情報などから、

自社技術が貢献できる市場を探索

トラスト技術を活用したプラスチック情報連携システム

データサイエンスを活用した、再生プラスチック製造



© NEC Corporation 2025 31

国際議論への参加

情報システム会社として出来る事

自然環境情報の業務システムへの織り込み

設計システム：
開発者が素材を選ぶ際に、
環境負荷/リスクが少ないものを選べる

調達システム：
調達バイヤーが仕入れ先を選ぶ際に
環境負荷/リスクが少ないものを選べる

様々な産業の変革のテコになる
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ネイチャーポジティブ経済を目指して
最後に

・各社のリスクと機会をつなげる

・地域の課題と強みを織り込む




